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明
治
の
愛
媛
を
震
憾
さ
せ
た
大

犯
罪
者
池
田
亀
五
郎
(
通
称
強
盗

亀
)
の
こ
と
を
、
作
家
松
本
清
張

氏
は
そ
の
著
書
の
中
で
次
の
よ
う

な
つ
か
し
の
大
洲
⑩ 

(
強
盗
亀
逮
捕
)

平成 3年111'j1日発行発行大洲市役所編集企画情報課

に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
明
治
の
犯

罪
史
に
池
田
亀
五
郎
の
名
は
あ
ら

わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
彼
の

舞
台
が
、
東
京
や
大
阪
な
ど
か
ら

ほ
ど
遠
い
四
国
の
片
陳
に
限
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
凶
悪

な
犯
市
川
A
L
U

辻
に
指
一
日
比
ら
れ
る

五
寸
釘
買
土
ロ
や
清
水
定
吉
な
ど
の

比
で
は
な
い
。

亀
五
郎
は
慶
応
二
年
二
八
六

六
年
)
新
谷
に
生
れ
ま
し
た
。
十

五
歳
の
頃
ま
で
は
夜
の
一
人
歩
き

さ
え
で
き
な
い
ほ
ど
の
お
く
病
も

の
で
し
た
が
、
十
八
歳
の
と
き
強

盗
傷
人
罪
で
懲
役
十
二
年
に
処
せ

ら
れ
た
後
は
、
入
出
獄
、
脱
獄
を

く
リ
返
す
と
共
に
凶
暴
さ
を
増
し
、

県
民
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
お
と
し

入
れ
ま
し
た
。
特
に
、
明
治
三
十

五
年
の
脱
獄
か
ら
最
後
の
逮
捕
に

至
る
五
年
間
に
お
い
て
は
、
一
年

間
に
百
件
の
ペ
ー
ス
で
犯
行
を
く

り
返
し
て
い
ま
す
。

企前列中央が逮捕された亀五郎

県
警
察
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て

の
撞
査
が
実
り
、
最
後
の
逮
捕
に
成

功
し
た
の
は
明
治
四
十
年
の
こ
と
。

県
警
の
歴
史
の
中
で
も
、
「
手
配

写
真
」
と
い
う
も
の
が
活
用
さ
れ

た
の
は
、
こ
の
強
盗
亀
事
件
が
初

め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
〉
て
の
並
々

な
ら
ぬ
力
の
入
れ
よ
う
が
う
か
が

え
ま
す
。

大
洲
の
地
か
ら
世
に
も
希
な
大

犯
罪
者
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
、

積
極
的
に
公
表
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
が
大
洲
の
明
治
を
証
言
す
る

ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と

を
私
た
ち
は
記
憶
の
片
隅
に
と
ど

め
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今月の閉庁土曜日は

11月9日です

市民の皆様のと理解と

こ‘協力をお願いします
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九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
九
日
か

ら
三
十
日
ま
で
十
二
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
、
予
算
関
係
四
件
、
条
例
関
係
五
件

人
事
案
件
二
件
、
そ
の
他
三
件
の
計
十
四

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
議
決
に
よ
り
、
十
一
月
か
ら
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
二
人
増
員
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

昨
年
来
、
世
界
を
震
憾
さ
せ
た
湾
岸

危
機
が
よ
う
や
く
終
結
を
み
た
矢
先
、

隣
国
ソ
連
に
h

叩
け
る
国
家
体
制
の
急
速

hv訪
問
先
ヘ
出
動
す
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち

な
変
化
は
、
大
き
な
衝
撃
波
と
な
っ
て

世
界
の
政
治
、
経
済
に
影
響
を
与
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
身
近
に
は
、
戦
後
最
長
で
あ

っ
た
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
と
並
ん
だ
今

回
の
好
景
気
は
、
次
第
に
不
透
明
感
を

増
し
で
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
わ
い
て
、

国
・
県
に
財
源
を
依
存
し
て
い
る
当
市

と
い
た
し
ま
し
で
は
、
中
・
長
期
的
展

望
に
立
っ
て
、
な
わ
一
一
層
、
計
画
的
・

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額

一
般
会
計
十
二
億
八
百
九
十
七
万

円

特
別
会
計
三
千
三
百
七
十
一
万
円

企
業
会
計
一
億
六
千
九
百
九
十
七

万
円

合

計

十

四

億

千

二

百

六

十

六

万
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
二
百

十
八
億
六
千
八
百
七
万
円
と
な
り
、
昨

年
同
期
に
比
べ
る
と
、
十
五
億
四
千
三

百
七
十
八
万
円
(
約
七
・
六
%
)
増
加

し
ま
し
た
。

般

会

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
、
百
二
十
四
億
八
千
百
三
十
一

万
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
二

億
四
千
六
百
四
十
八
万
円
(
約
二
・

O

M
m
)

増
加
し
ま
し
た
。

{
総
務
費
}

V

集
会
所
改
修
事
業
等

(
三
カ
所
分
)
に
一
二
百
二
十
二
万
円

{
民
生
費
}

V

老
人
家
庭
奉
仕
員
活

動
費
追
加
に
百
九
十
九
万
円
、

V
身
体

障
害
者
更
生
援
護
施
設
設
置
委
託
料
追

加
に
千
一
二
百
九
十
五
万
円
、

V
地
域
改

善
対
策
特
定
事
業
に
二
億
千
三
百
七
十

九
万
円

{
衛
生
費
一
マ
大
洲
市
・
喜
多
郡
町

村
組
合
、
ご
み
処
理
施
設
特
別
会
計
負

担
金
追
加
に
二
千
四
百
七
十
一
万
円

一
農
林
水
産
業
費
一

V
農
業
生
産
体

質
強
化
総
合
推
進
対
策
事
業
に
七
千
六

百
五
十
三
万
円
、

V
山
村
地
域
農
林
漁

業
特
別
対
策
事
業
に
二
千
五
百
六
十
二

万
円
、

V
県
単
独
土
地
改
良
事
業
補
助

金
と
し
て
千
五
百
二
十
八
万
円
、

V
山

村
活
性
化
特
用
林
産
振
興
事
業
に
二
千

百
三
十
万
円
、

V
間
伐
促
進
強
化
対
策

事
業
に
六
千
五
百
八
十
二
万
円

{
商
工
費
}
街
路
灯
設
置
事
業
補
助

金
と
し
で
三
百
八
十
七
万
円
、

v
b
hね

ず
赤
煉
瓦
館
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
開
設
、
備

品
購
入
費
と
し
て
四
百
三
十
五
万
円

一
土
木
費
一

V
市
単
独
道
路
改
良
に

二
億
三
千
二
百
四
十
九
万
円
、

V
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
に
一
億
五
百
二
十
九

万
円一

消
防
費
一
小
貝
地
区
防
火
水
槽
移

設
事
業
に
五
百
七
十
七
万
円

一
教
育
費
一
麟
鳳
闇
屋
根
改
修
工
事

に
千
三
百
万
円

条
例
関
係
・
そ
の
他

V
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
V
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
V
大
洲
市
職

員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正
V
大
洲

市
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
V
大
洲
市
火
葬
場

条
例
の
一
部
改
正
V
平
成
二
年
度
大
洲

市
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
で
V

市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市
道
の

路
線
廃
止
に
つ
い
て

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

梅
林
義
埠
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
よ
敬
称
略
)

氏

名

梅

林

義

糧

2

住
所
大
洲
市
若
宮
四
八
七
番
地
の
一

七

生
年
月
日
大
正
十
五
年
四
月
二
十
八

日

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

兵
頭
典
次
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
そ
の
後
任
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
議
会
の
意
見
を
求
め
た
も
の
で

す
。
な
お
、
推
薦
が
決
ま
っ
た
の
は
、

次

の

人

で

す

。

(

敬

称

略

)

氏

名

神

山

毒

子

住
所
大
洲
市
上
須
戒
甲
一
二
二
二

番
地

生
年
月
日
昭
和
十
三
年
五
月
五
日
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お
お
ず
赤
煉
瓦
館
は
、
今
年
五
月
に

開
館
し
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
本
館
二
階
の
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
で
営
業
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の

人
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

募
集
要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
営
業
の
場
所

大
洲
市
大
洲
六

O
番
地

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
本
館
二
階

勺

o
f

阜
小

R
D
n

二
、
使
用
許
可
期
間

一
年
間
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
引
き
続
き
使

平成3年11月1日

11月は

「雇用保険“さわやか受給"

推進月間」

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
ニ
、
営
業
時
間
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
十
時
ま
で
の
範
囲
内
。

四
、
使
用
料
条
例
の
定
め
る
額
(
月

額
一
ぱ
当
り
千
円
)
。
営
業
に
必
要

な
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
料
金
な
ど
は

使
用
者
の
負
担
で
す
。

五
、
備
品
営
業
に
必
要
な
一
定
の
備

品
は
準
備
し
ま
す
。
た
だ
し
、
消
耗

品
な
ど
は
、
使
用
者
の
負
担
で
す
。

六
、
営
業
を
行
う
人
の
条
件
な
ど

①
大
洲
市
に
在
住
も
し
く
は
住
所
を
有

す
る
個
人
、
法
人
又
は
団
体
。

②
市
税
等
の
滞
納
の
な
い
も
の
。

③
大
洲
市
に
在
住
す
る
保
証
人
を
二
人

お気軽に安定所

-雇用保険を受給される皆さんへ

失業の認定を受けるときは正しく

申告しましょう。

・事業主の皆さんへ

雇用保険を受給しでいる人を採用

した時には、正しく申告するよう

ご指導ください。

・わからないことは、

までご相談ください。

ハローワーク大洲
(大洲公共職業安定所)

以
上
た
て
ら
れ
る
も
の
。

④
食
品
衛
生
法
の
営
業
許
可
申
請
の
で

き
る
も
の
。

平
成
3
年
日
月
日
日

七
、
申
込
締
切

八
、
申
込
場
所

大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

宮

(
ω
2
1
1
1

※
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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lヨs

執
九
月
二
十
七
日
、
市
民
会
館
大
ホ
l

時
ル
で
、
平
成
三
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
大

開
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

H

知
恵
と
年
輪

開
パ
ワ
ー
を
地
域
に
生
か
し
、
明
る
い
社

町
会
+
つ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
山
の
ス
ロ
ー

一
一
ガ
ン
を
掲
げ
た
今
大
会
に
は
、
市
内
各

叩
老
人
会
か
ら
約
八
百
人
の
会
員
が
参
加
。

一
一
記
念
講
演
や
活
動
事
例
の
発
表
な
ど
を

部
通
し
て
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て
気
持

刷
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
一
大
会
当
日
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の

時
と
お
り
で
す
。

時

O
大
洲
市
長
表
彰

尚
一
老
人
福
祉
功
労
者
}
兵
頭
慎
太
郎

吋
(
久
米
)
、
井
上
特
高
(
五
郎
)
、
中

部
田
武
雄
(
田
口
)
、
梶
原
繁
満
(
南
久

却
米
)
、
森
岡
正
忠
(
肱
南
)

円
年
輪
パ
ワ
ー
で
明
3
い
社
会
以

愛媛労働基準局てもは、県内で働くす

べての労働者に適用される「愛媛県最

低賃金」を決定し、 10月 1日から実施

しています。この決定により、従業員

に支払う賃金は、 1日3，982円(1時間

498円)以上とすることが義務づけられ

“最低賃金が

愛わりました

ました。

詳しくは、愛媛労働基準局賃金課

(告0899-25-2101) 又は、八幡浜労

働基準監督署 (ft0894-22-1750)

でお問い合せください。

ま

-
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

• 

{
寝
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者
一
豊
野

サ
チ
子
(
五
郎
)
、
永
佐
子
ツ
ヤ
コ
(
米

津
)
、
福
岡
美
香
子
(
成
能
)
、
堀
口

一
郎
(
若
宮
)
、
高
石
房
子
(
田
口
)

{
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
}
肱
南
第
四
長
寿

会
(
肱
南
)
、
新
谷
西
福
寿
会
(
新
谷
)

{
高
齢
者
顕
彰
者
(
米
寿
者
八
十
八
歳
)
}

明
治
三
十
七
年
一
月

1
十
二
月
生
ま

れ
の
人
八
十
六
人
。

O
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

一
老
人
福
祉
功
労
者
一

武
田
清
繁
(
肱
北
)

{
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
}

野
田
鶴
寿
会
(
平
野
)

O
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会会

長
表
彰

一
老
人
福
祉
功
労
者
一
政
所
逗
(
上
須

戒
)
、
中
野
ア
サ
ミ
(
久
米
)
、
宮
本

ト
ミ
カ
(
八
多
喜
)
、
田
中
勝
利
(
田

口
)
、
兵
頭
忠
徳
(
上
須
戒
)
、
池
田

ウ
メ
ゴ
(
肱
南
)
、
片
山
タ
キ
コ
(
菅

田
)
、
梅
崎
ヤ
チ
ヱ
(
徳
森
)

- 3 -
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催

SHIKOKU '91 
10UR 

。ツールド・四国。

開

DE 

瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
四
国
は

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

イ
メ
ー
ジ
の
面
で
は
、
ま
だ
ま
だ
希
薄

で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
一
方

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
は
、
「
ツ
l
ル
ド

・
北
海
道
L

、
「
ツ

i
ル
ド
・
沖
縄
」

な
ど
の
盛
況
ぶ
り
に
も
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
国
民
の
生
活
の
中
に
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
七
十

数
年
の
歴
史
を
持
つ
世
界
的
に
有
名
な

「ツ
l
ル
ド
・
フ
ラ
ン
ス
」
や
「
ジ
ロ

.
デ
・
イ
タ
リ
ア
」
な
ど
に
範
を
と
っ

た
自
転
車
ロ

l
ド
レ

l
ス
「
ツ

i
ル
ド

・
四
国
し
を
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「ツ
l
ル
ド
・
四
国
」
は
、
四
国
四

県
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
自
転
車

レ
i
ス
と
し
て
、
全
国
に
躍
動
的
な
四

国
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
四
国

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
四

国
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

大
洲
市
を
含
む
「
愛
媛
ス
テ
ー
ジ
L

の
開
催
は
、
十
一
月
十
六
日
(
土
)
の

予
定
で
す
。
当
日
は
、
コ
ー
ス
と
し
て

使
用
す
る
道
路
に
通
行
制
限
を
加
え
る

な
ど
、
住
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
わ
か

げ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
会
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
百
回

南
予
地
区

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
を
促

進
す
る
た
め
、
十
一
月
九
日

ω1十
日

田
の
二
日
間
、
宇
和
島
銀
天
街
に
お
い

て
、
「
第
十
五
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産

品
ま
つ
り
(
宇
和
島
会
場
)
し
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
品
な
ど
が

展
示
・
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
御
近
所
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
御
来
場
く

だ
さ
い
。

ツールド・四国の概要
四国各県を 1ステ ージ (コ ース )と した 4日間

のアマチュア自車云車ロードレースで、参加チーム

数は15。走破タイムても決まる個人総合時間賞、団

体総合時間賞に加え、獲得ポイントで争う個人ポ

イント 賞が ある 。主な日程は次のとおり。

11月14日 徳島ステージ (30km)

11月15日 高知ステージ (65km)

11月16日 愛媛ステージ (125km)

11月17日 香川ステージ (80km)

肱川町雪

L
U
/
J
J

J

i

u

戸、
/
 

¥
 

¥、
三、、

J

ノ

M

ノ
〆

O
日
時

十
一
月
九
日
出

1
十
日
間

午
前
十
時

1
午
後
四
時

宇
和
島
銀
天
街
(
ア
ー
ケ

ー
ド
街
)

O
会
場

も
卸
じ
ま
つ
り

開

幕

4 

紅
に
燃
え
る
秋
の
宴
、
恒
例
の
山
も

み
じ
ま
つ
り
u

が
、
新
谷
の
稲
荷
山
を

中
心
に
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
、
様
々

な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
一
日
月
l
日
i
m
日

期
間
中
の
主
な
催
し

O
閉
幕
式
一
日
月
1
日
日
時

i
、
稲
荷

山

O
ふ
る
さ
と
祭
り
一
日
月
口
目
、
農
村

改
善
セ
ン
タ
ー

O
観
葉
会
一
日
月
日
日
日
時
1
、
稲
荷

山



今
年
も
来
ま
し
た

修

学

旅

昭
和
五
十
七
年
以
来
、
修
学
旅
行
で
宅
に
は
、
三
人
の
女
生
徒
が
民
泊
。
ぶ

毎
年
大
洲
を
訪
れ
て
い
る
山
神
奈
川
県
ど
う
の
出
荷
準
備
ゃ
い
も
ほ
り
な
ど
で

立
生
田
高
校
H

の
生
徒
四
十
六
人
が
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。
特
に
、
い
も
は
り

今
年
も
、
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
一
作
業
は
、
雨
の
中
カ
ッ
パ
を
身
に
ま
と

日
に
か
け
て
の
三
日
間
、
大
洲
市
で
体
つ
て
の
強
行
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒

験

学

習

を

行

い

ま

し

た

。

た

ち

は

大

喜

こ

び

で

作

業

に

熱

中

し

て

九
月
二
十
九
日
大
洲
入
り
し
た
一
行
い
ま
し
た
。

は
、
翌
三
十
日
、
臥
龍
山
荘
や
富
士
山
武
文
さ
ん
の
妻
千
代
子
さ
ん
は
次
の

公
園
な
ど
の
市
内
見
学
を
す
ま
せ
た
後
、
よ
う
な
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

農
家
・
竹
材
加
工
・
王
子
谷
焼
き
の
三
「
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
素
直
で
感
じ
の

班
に
分
か
れ
て
実
習
を
開
始
。
あ
い
に
い
い
お
子
さ
ん
ば
か
り
。
農
作
業
や
郷

く
の
雨
に
障
げ
ら
れ
て
、
屋
外
で
の
作
土
料
理
を
素
直
に
受
け
入
れ
、
喜
ん

業
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
た
ち
の
笑

に
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。
顔
に
接
す
る
と
心
が
な
ご
み
ま
す
。
」

こ
の
う
ち
喜
多
山
の
石
岡
武
文
さ
ん

広報

今
年
十
五
年
目
を
迎
え
た
大
洲
臥

龍
太
鼓
保
存
会
で
は
、
新
し
い
会
員

を
募
集
中
で
す
。

大
洲
の
新
し
い
伝
統
芸
能
と
し
で

根
付
い
て
き
た

H

臥
龍
太
鼓
H

を、

あ
な
た
の
手
で
伝
承
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
。
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
一
大
洲
青
年
会
議
所
内
・
大

洲
臥
龍
太
鼓
保
存
会
宮
⑫
7
1
0
7

おおず

臥
龍
太
鼓
保
存
会

会
員
募
集
グ

平成3年11月1日

行

H

目
標
達
成
H
-
u

大
洲
の
夏
の
夜
を
彩
っ
た
内
観
光
子
7

か
い
¥
が
九
月
二
十
日
で
閉
幕
し
ま
し

た
。
六
月
一
日
の
開
幕
か
ら
閉
幕
ま
で

の
期
間
中
、
延
べ
千
八
百
五
十
四
隻
が

運
航
し
、
利
用
客
は
二
万
九
百
六
十
四

人
で
昨
年
を
約
百
五
十
人
上
回
り
ま
し

た。
ま
た
、
今
年
初
め
て
設
け
ら
れ
た
「
市

民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
し
(
九
月
十
九
日
)

に
は
、
約
四
百
人
の
利
用
が
あ
り
、
好

評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ヶ
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
U

孟」1平成 2 平成 3

稼働 日 数 105日 98日

出
目 標 1，640隻 1，640隻

船 実績 1，821隻 1，854隻

数
達成率 111.0% 113.0% 

稼働 日
17.3隻 18.9隻

平均出船数

客 数 20，810人 20，964人

大
洲
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の

金
融
難
を
緩
和
し
そ
の
育
成
振
興
を
図

る
た
め
、
市
内
金
融
機
関
を
通
じ
資
金

を
低
利
で
お
貸
し
し
で
い
ま
す
。

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
わ
り

で
す
。

O
貸
付
対
象
者
・
・
・
市
内
に
住
居
又
は
事

務
所
が
あ
り
、
中
小
企
業
を
営
ん
で

い
る
個
人
又
は
法
人
、
中
小
企
業
等

協
同
組
合
法
に
よ
る
組
合

O
融
資
額
の
限
度
:
・
四
百
万
円

O
融
資
の
期
間
・
:
運
転
資
金
一
四
十
月
、

設
備
資
金
一
四
十
八
月
以
内

O
返
還
の
方
法
:
・
運
転
資
金
一
一
月
据

置
の
後
三
十
九
月
以
内
、
設
備
資
金

ー
観
光
う
か
い
|

推移のい状況かつ

一
一
一
月
据
置
の
後
四
十
六
月
以
内
割

賦
弁
済

O
利
息
年
利
:
・
七
・
三
%

(
た
だ
し
、
平
成
三
年
九
月
現
在
)

O
保
証
料
年
利
:
・

0
・
八
五
%

。
申
込
先
・
・
・
大
洲
商
工
会
議
所

な
お
、
市
が
利
子
補
給
と
し
て
、

0

・
七
三
%
と
保
証
料
を
全
額
補
給
し
ま

す
。
(
た
だ
し
、
大
洲
市
中
小
企
業
振

興
資
金
利
子
補
給
規
則
等
に
該
当
す
る

場
合
)

詳
し
く
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課

(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
6
)
又
は

大
洲
商
工
会
議
所
(
宮
⑫
4
1
1
1
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

5 



広報おおず 平成3年11月1日

市 職 貝 の給与 状況
大 洲 市

2年度 139，329人 1131億8，302万円 14億6，242万円 1 27億707万円 20.5% 20.8% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

3年度 395入 12億653万円 I 1億4，051万円 1 5億8，089万円 1 19億2，793万円 I488万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

大洲市

国

260，092円

263，949円

300，011円 39.4歳

38.9歳

209，434円

245，328円

219，990円 40.9歳

48.0歳

(5 )職員の経験年数日ト学歴別平均給料月額の状況(論告月
(4 ) 職員の初任給の状況(平成3年 4月1日現在)

ヲミ

(i主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

6 -

宜、，分 経5験主手2ド数 ~ 経1験5年年数 経験年数
22 年

一般行政職
大学卒 167，7∞円 294，9∞円 331，250円

両校卒 143，100円 236，360円 292，943円

品校卒
技能労務職

中学卒 109，667円 177，3∞円 220，800円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

している場合は、採用後の年数です。



平成3年11月1日 広 報 お お ず

(6) 一般行政職の級別職員数の状況
(平成 3年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 S級 7級 8級 2級 言t

標準的な職務内容 主補事 下主級事 上主級事 主査 係長
専門

課補佐長 課長 部長
員

人 人 人 人 人 人 人 人

6人 317λ 職 員 数 24 41 29 75 60 24 30 28 

% 。ん % % % % % % % 。」

構 成 比 7.6 12.9 9.1 23.7 18.9 7.6 9.5 8.8 1.9 100 

% 。ゐ % % 同 9ゐ 。ん 現 % % 1年前の
参

構成比
5.2 13.2 11.3 23.5 18.1 9.7 8.1 9.0 1.9 100 

% % % % 。ん 拍 % % % % 5年前の
考

構成比
2.2 19.9 9.8 27.3 15.2 8.2 8.2 7.6 1.6 100 

(i主) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(8) 職員手当の状況

区 分 大 m'f F行

2年度国支給割合2年度支給割合

期末手当 勤勉手当 大

6月期 1.6月分 0.6月分 j 市i 

期末手当 12月葉月 2.0月分 0.6月分 国

勤勉手当 3月期 0.55月分
と
同

計 4.15月分 1.2月分
ビ

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

(支給率) 自己都合 勧奨・定年(

勤続 20年 21.0月分 28.875月 分 大型
勤続 25年 33.75月分 44.55月分

勤続 35年 47.5月分 62.7 月 分 雪

最高限度額 60.0月分 62.7 月 分 同

退職手当
ビ

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置γ

( 3年 3月
(2 %-20%加算)

31日現在) 退 職 日寺 勧奨退職

特別昇給 2号 給

自己都合 勧 奨

1人均支当たり
平 給額

234万円 2，485万円

(注)退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した
全職種に係る職員に支給きれた平均額です。

区 分 F句 ，骨玉、，

(7) 昇給期間短縮の状況

区 分 合計
内

一般行政職技能労務殺

職員数 A 529人 314人 62人

元年度
普通昇給期間(12-24
月職)員を短縮して昇給し 7人 7人 0人
た数 B 

比率 B/A 1.3% 2.2% 0% 

職員数 A 527人 310人 64人

2年度
普通昇給期間(12-24
月職)員を短縮して昇給し 60人 30人 2人
た数 B 

比率 B/A 11.3% 9.7% 3.1% 

区 分 コ人ニ 奇畿 種

職員全体に占める手当 44.6% 
支給職員の割合

支給対象職員 1人当た 49，621円
特殊勤務 り平均支給額

子 当 手当の種類(手当数) 23 

( 2年度) 支給額の多い
研究手当(医療)、精薄者(児)施

代表的 手当
設勤務手当、老人ホ ム勤務手
当、税務職手当

な手当
多くの職員に 出納員手当、現場監督手当、税

の名称 支給されてい 務職子当、精薄者(児)施設勤務
る手当 子当、老人ホ ム勤務手当

国の制度との異動 霞の制度と異なる内容

扶養手当
配偶者16，000円、扶養親族2人目まで4，500円、その他1，000円、配偶者のない職員の扶養親族

同1人目10，500円

住居手 当 借家居住者)一家賃と11住，OC者3一円の差額が10取，000円に年達以す内る2までその差額を支給(支給限度額
23，0∞円 持家居 1，000円(得後5ifUVJ2，500円) 同

通勤手当
通勤距離片道2krn以上 交通機関利用……運賃相相当額

異
交通用具利用者については、国の

交通用具利用・…運賃 当額の約65% 定額方式に対し定率方式を採用

(9) 特別職の報酬等の状況(平如何月1日現在)

区 分 絵料、報酬等の月額 期 末 手当
時間外勤務手当

市 長 866，000円
助 役 662，000円

( 2年度支給割合)

収入役 574，000円
6月 1.6月分

5義 長 433，000円
12月 2.0月分

町議 長 351，000円
3月 0.55月分

議 員 320，000円
言十 4.15月分

年度 支給総額 軽量員l人当た可支給年額

元年度 4，490万円 85千円

2年度 3，101万円 59千円

7 -



平成3年11月1日

稽鞠鎗tt..~'l

南予の風景画展

ー
ー
赤
煉
瓦
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

おおず広報

水谷清照年賀孔版画展

おおず、赤;棟瓦館の11月中のイベントをご

紹介します。

0高橋毅写真展 ~11 月四日(月)

0 水谷清照 年賀 孔版画展

11 月 23 日仕)~12月 15 日(日)

[水谷清照氏の略歴】

1924年東京都で生ま れ る 。

1960年 典具帳紙による孔版画を考案、孔

版文化展に作品を発表。

創造美術展に出品受賞

サンシャイン版種別グランプリ展

入賞。新協美術展に出品受賞、委

員推挙。|文芸春秋画廊にで個展。

※火曜日は休館日です。日曜などを利用し

て、ぜひ、ご来館ください。

1973年

1979年

川端龍子画「明石寺風景」

ご二※ 開開 ゆら中約家
注・な 催催 くの野五が市
意第お 場期 ま描和十描立
く四、 所閣 で、い高点い博
だ土祝 ・・・・ おた、をた物
さ曜・及市 1 楽南木展ノ/館
い日祭び立十 し予村示南で
。は日五博二 み地八中予は
休及階物月 く方郎で、地
館び持館こ だの、す方三
日 月 別 四 十 さ風因。の十
で曜展階白 い景能今風余
す日示展 。を村は景人
の、室示 、直な画の
で第室 心入き H 画

'古平均平古平手当古却古中古平品中古午品中古甲台中ザザ古平古中古平台中古平古中古平台中古平点中古早古平古平古平古平古平古培古平古平古ザ古平古平古》古ザ古却古平古却古平古却点中古平手、

り ま他勝のうかた互 さ法権な私
方ーす入手意こなちい私れに利生た『人
に人。のな見とけのにたでよで活ち人J 権
つひ 人行ををれ力尊ちいっすをが権つ
いと 権 動主少ばで重はまで。営朴』て
てり がを張しな、し、す、こむふと何
もが イ受としもり大あこ。すのた乏はで
う、 さるた閉ま切うの ベ権め玉、し
一白 れとりかせにと基 て利に ioーよ
度分 る、、ずん守と本 のは必?口う
見の 場そまに。りも的 園、要おで?
っ意 合のた自他育に人 民日ない言
め識 がこ、分人で、権 に本国てえ
置の あと自だので自を 保 固 有 幸 ば
しあ りで、分け言い分お 障憲の福

人
権
っ
て

何
で
す
か
?

ワープロ検定試験

3級・ 4級

日程:平成 3年 12月 1日(日)

受験料 3級・ 5，150円

4級・ 2，580円

試験会場:大洲商工会議所

募集 期限 :11月 6日(水)

申込先:大洲商工会議所

(ft2 4 - 4  111) や
さ
し
さ
に
満
ち
た
素
敵
な
街
に
し
ま

し
ょ
〉
フ
。

ー
平
成
三
年
度

人
権
擁
護
推
進
地
区

1

8 -

い
ま
、
肱
北
・
喜
多
地
区
に
お
い
て

人
権
携
護
活
動
を
推
進
中
で
す
。

大

洲

市

肱
北
・
喜
多
地
区
人
権
擁
護
推
進
協
議
会



おおず

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

九
月
三
十
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

新

谷

伊

賀

上

悟

金

一

封

北

只

東

野

雄

一

金
一
封
(
西
南
地
区
と
も
し
び
母
親

ク
ラ
ブ
活
動
セ
ミ
ナ
ー
と
も
し
び
交
換

パ
ザ

l
ル
収
益
金
)
西
南
地
区
と
も

し
び
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会

長

二

宮

広報

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
新
谷
母
子
福
祉
・
上
新
谷

老
人
ク
ラ
ブ
へ
)
新
谷
伊
賀
上
圭
介

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

東

京

都

丸

本

智

運

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

大

藤

雅

生

水
道
業
者
の

漏

水

当

置

日
月
2
日

(
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)

三
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設
備

官
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7
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3

滝
田
水
道
庖

宮
(
⑪
0
9
0
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い
の
水
道
工
事
庖

宮
⑫
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1
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中
野
管
工
事
工
業

宮

(
ω
3
7
9
2

内
田
電
気
水
道
設
備

宮
(
⑪
2
8
5
8

西
田
水
道
居

宮

(
ω
0
2
6
5

日
月
3
日

(
日
)

平成3年11月1日

日
月
4
日

(
月
)

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

新

谷

河

内

悌

治

郎

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
(
貸
出
用
)

徳

森

大

野

土

口

久

ベ
ッ
ト
一
台
(
貸
出
用
)

菅

田

町

矢

野

誉

俊

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

芙
美

日
月
9
日

(
士
)

11 
(月
日 10
~日

日
月
四
日

(
士
)

日
月
口
日

(
日
)

帰
オ
ク
ダ
設
備

宮

(
ω
3
6
7
4

淳
山
水
道
工
事
庄

宮

(
ω
2
5
8
3

神
田
鉄
工
所
掛

宮

(
ω
4
1
2
2

伊
予
屋
住
設

宮

(
ω
2
5
4
1

城
戸
電
業
社

告
(
⑪

2
9
4
4

岡
福
水
道
工
事
居

宮

(
ω
3
6
5
6

土
居
鉄
工
所
側

宮

(
ω
4
5
1
9

大
塚
鉄
工
所

告
(
⑪

0
3
0
0

里
親
を
求
め
る
運
動

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を
自
分

の
家
庭
で
預
か
り
、
そ
の
温
か
い
環
境

の
下
で
、
心
身
共
に
健
や
か
に
育
て
よ

う
と
い
う
の
が
里
親
制
度
で
す
。

里
親
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
(
宮
⑪
2

1
1
1
内
線
2
7
6
)
ま
で
。

南
予
水
道
住
設
備

宮

(
ω
4
5
7
7

神
南
設
備

宮
(
⑪
4
6
8
4

屋
一
加
鉄
工
所

宮
⑫
0
0
2
0

久
保
鉄
工
所

宮

(
ω
0
5
3
7

徳
森
設
備

宮
(
⑪
4
0
2
3

蔵
田
水
道
庖

宮

(
ω
5
9
6
8

詳
し
く
は
水
道
課
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
7
7

日
月
お
日

(
土
)

日
月
弘
日

(
日
)

11 
( 月
士 30
) 日

No.156 

「
人
権
と
歴
史
」

全
国
の
統
一

長
い
戦
国
時
代
の
後
、
秀
吉
は
信
長

に
代
わ
っ
て
つ
い
に
天
下
を
統
一
し
、

支
配
者
の
項
点
に
立
っ
と
、
農
民
を
土

地
に
し
ば
り
つ
け
固
定
し
て
い
く
た
め

け

ん

ち

ね

ん

ぐ

に
「
検
地
」
を
し
、
年
貢
と
り
た
て
の

台
帳
を
つ
く
り
、
農
業
以
外
の
仕
事
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
社
、
が
農
民
の
抵
抗
を
防
ぐ
た
め
に

「
万
狩
り
」
を
し
、
農
民
の
武
器
を
と

り
あ
げ
て
、
農
民
の
カ
を
弱
め
ま
し
た
。

一
五
九
一
(
天
正
十
九
)
年
に
、
秀

浩
、
中
出
し
た
身
~
万
一
蛇
叫
ん
止
、
即
時

万
狩
り
に
よ
っ
て
事
実
上
成
立
し
た
身

分
制
度
を
更
に
細
か
く
、
工
・
商
に
ま

で
及
ぼ
し
、
は
っ
き
り
と
規
定
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
武
士
は
今
後
い
か

な
る
場
合
で
も
、
百
姓
や
町
人
に
な
っ

で
は
い
け
な
い
と
し
、
武
士
の
身
分
を

は
っ
き
り
と
、
農
・
工
・
商
と
区
分
し

た
の
で
す
。
農
民
に
つ
い
て
は
、
商
人

や
職
人
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
ま
し
た
。

小

ん

れ

っ

し

は

い

か

〈

り

つ

せ
分
耀
支
配
の
確
立

関
ヶ
原
の
戦
い
が
終
わ
っ
て
徳
川
の

世
に
な
る
と
、
秀
吉
が
も
と
を
つ
く
っ

た
「
士
・
農
・
工
・
摘
ナ
仕
い
う
身
分

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
支
配
階
級
を
支
え

る
農
民
を
土
の
つ
ぎ
に
し
、
技
術
を
持

つ
で
い
る
職
人
を
つ
ぎ
に
わ
き
、
商
人 人

権
と
同
和
教
育

は
農
・
工
よ
り
生
活
は
豊
か
だ
が
、
生

産
に
従
事
し
な
い
と
い
う
の
で
、
一
番

下
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

士
・
農
・
工
・
商
の
身
分
は
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
を
も
っ
と
細
か
い

身
分
に
よ
っ
て
区
分
し
、
人
聞
を
上
下

の
関
係
に
位
置
づ
け
、
服
装
・
言
葉
づ

か
い
・
職
業
・
結
婚
に
ま
で
き
び
し
い

制
限
を
加
え
、
世
襲
化
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。幕

府
は
、
武
士
に
よ
る
支
配
体
制
を

維
持
し
強
化
す
る
た
め
に
、
「
民
・
百

姓
と
ゴ
マ
の
油
は
、
し
ぼ
れ
ば
し
ぼ
る

ほ
ど
と
れ
る
し
と
い
っ
た
や
り
方
で
、

年
貢
を
き
び
し
く
と
り
た
で
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
幕
府
は
た
び
た
び
農
民

の
く
ら
し
に
つ
い
て
の
触
れ
書
き
を
出

し
、
衣
食
住
に
ま
で
干
渉
し
て
低
い
生

活
を
さ
せ
、
田
畑
の
売
買
を
禁
じ
た
り

分
家
を
制
限
し
た
り
し
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)
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平成3年11月1日

旅
の
思
い
出
υ

ス
ペ
シ
ャ
ル

掛
川
城
天
守
題
。
復
環
さ
訪
ね
を

大
洲
市
観
光
基
盤
整
備
推
進
協
議
会

の
研
修
旅
行
に
ガ
イ
ド
と
し
て
、
静
岡

県
掛
川
市
を
訪
問
し
た
。

協
議
会
が
研
修
先
を
掛
川
市
と
し
た

の
は
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
構
想
と
同

じ
木
造
建
築
と
し
で
着
工
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
天
守
閣
の

復
元
・
修
築
さ
れ
て
い
る
所
が
二
十
数

域
ほ
ど
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
研
修
目
的
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「
城
町
、
茶
の
町
、
か
わ
り
の
町
(
パ

ラ
の
産
地
)

L

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
も
っ
掛
川
市
は
、
京
都
と
江
戸
を
結

ん
だ
旧
東
海
道
沿
い
の
交
通
の
要
衝
で

あ
り
、
全
国
統
一
を
成
し
遂
げ
た
豊

臣
秀
吉
が
、
山
内
一
豊
に
五
万
石
を
与

え
、
掛
川
城
主
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

城
が
狭
小
で
あ
っ
た
た
め
、
一
豊
は

大
規
模
な
改
修
を
行
な
い
、
山
地
河
川

は
も
と
よ
り
、
周
辺
の
平
地
部
分
も
広

おおず広報

く
城
中
に
取
り
入
れ
、
近
世
城
郭
と
し

て
の
機
能
を
密
に
し
、
城
下
町
を
整
備

し
た
。
こ
の
時
初
め
で
、
掛
川
城
に
天

守
閣
が
創
建
さ
れ
た
。

一
豊
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
、
い

ち
早
く
家
康
に
味
方
し
て
功
を
挙
げ
、

土
佐
二
十
四
万
石
を
与
え
ら
れ
移
封
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
徳
川
氏
の
親
藩
、
譜

代
の
大
名
の
居
城
と
し
て
、
明
治
維
新

ま
で
の
二
百
六
十
年
余
り
領
内
を
治
め

る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
が
、
嘉
永
七
年

(
一
八
五
四
年
)
の
大
地
震
に
よ
り
、

天
守
閣
を
始
め
城
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど

を
失
い
、
御
殿
(
政
庁
)
と
櫓
な
ど
の

一
部
が
再
建
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
。

掛
川
城
跡
に
天
守
閣
を
復
元
し
た
い

と
い
う
話
は
、
昭
和
四
十
年
頃
、
当
時

の
市
長
が
「
建
設
資
金
奉
賀
帳
L

を
市

内
有
力
者
に
ま
わ
し
た
際
に
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
後
し
ば
し
ば
市
民
や
関
係

者
か
ら
再
建
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
諸

般
の
事
情
か
ら
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
問
、
市
で
も
掛
川
城
御
殿
を
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
り
、
天
守
台

の
石
垣
調
査
や
一
部
積
み
替
え
工
事
を

行
な
っ
て
き
た
。

昭
和
六
十
二
年
、
白
木
ハ
ナ
さ
ん

(
当
時
九
十
一
歳
)
と
い
う
人
が
、
東

京
か
ら
掛
川
市
に
移
住
し
て
き
た
。
こ

の
人
が
、
市
長
を
訪
問
し
、
何
か
有
意

義
な
こ
と
に
用
い
て
ほ
し
い
と
、
五
億

円
の
寄
付
を
申
し
込
ん
だ
。
こ
れ
を
受

け
て
、
昭
和
六
十
三
年
、
市
長
を
会
長

と
す
る
建
設
委
員
会
を
設
立
し
、
復
元

の
具
体
案
を
検
討
し
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
す
れ
ば

木
造
の
半
分
の
経
費
で
す
む
が
、
木
造

完
全
復
元
は
圏
内
に
一
ヵ
所
も
な
く
、

価
値
あ
る
事
業
で
あ
る
と
し
て
、
木
造

建
築
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
調
査
設
計
を
開
始
し

平
成
二
年
五
月
実
施
計
画
が
で
き
あ
が

っ
た
。
工
事
費
十
億
円
の
う
ち
、
市
民

か
ら
の
募
金
二
億
五
千
万
円
、
起
債
二

億
五
千
万
円
、
持
別
寄
付
金
五
億
円
と

し
て
発
足
し
た
。

「
掛
川
城
は
、
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
浄
財

で
築
く
べ
き
で
み
る
」
と
の
意
見
の
も

と
に
、
天
守
閣
建
設
の
市
民
募
金
の
呼

び
掛
け
を
始
め
た
。
ま
た
、
起
債
に
つ

い
て
も
、
市
議
会
の
合
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
七
月
末
建
設
業
者
と
の
契
約

を
完
了
し
た
。

十
月
に
は
、
天
守
閣
復
元
学
習
市
民

大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
参
会
を
得

て
、
調
査
委
員
長
・
静
岡
学
園
短
期
大

学
長
の
講
演
を
聴
く
と
と
も
に
、
建
設

推
進
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
市
民
に
対

す
る
事
業
の
協
力
を
呼
び
掛
け
、
現
在

六
千
万
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
天
守

閣
復
元
へ
の
意
欲
は
、
極
め
て
高
く
、

完
成
に
向
う
掛
川
の
流
れ
は
、
治
活
と

し
て
心
に
響
い
で
い
た
。

聖霊
2雪
す

大
洲
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
に
、
左
記
の
と
わ
り
市
庁
舎
前

の
立
体
駐
車
場
の
使
用
料
金
を
、
日
曜
・

祭
日
に
限
り
平
日
の
半
額
と
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

て
開
放
開
始
時
期

平
成
三
年
十
一
月
一
日
か
ら

新
刊
図
書
案
内

幸
福
の
科
学
原
論
1
1
3大

川
隆
法
著

岩
崎
照
皇
著

国

勢

社

い
ろ
は
に
ほ
へ
と

日
本
の
一

O
O年

超
大
国
ニ
ッ
ポ
ンW

-
ホ
i
ズ
レ
イ
著

ビ
ジ
ネ
ス
冠
婚
葬
祭
事
典主

婦
と
生
活

山
と
渓
谷
社

坂
本
虞
子
著

観
葉
植
物

台
所
育
児

百
姓
天
国
1

地
球
百
姓
ネ
y
ト
ワ

i
ク
編

コ
メ
輸
入
自
由
化
の
影
響
予
測

米
政
策
研
究
会
編

日

本

の

市

北

海

道

新

聞

社

編

ア
メ
リ
カ
野
球
珍
事
件
珍
記
録
大
全

ナ
ッ
シ
ュ
・
ズ

l
ロ
著

郡
像
日
本
の
作
家
7
・

H

小
学
館

二
、
開
放
日

日
曜
・
祭
日

一
二
、
駐
車
場
料
金

一
時
間
五
十
円
、
以
後
三
十
分
増

す
ご
と
に
三
十
円
ず
つ
加
算
。

(
平
日
は
、
一
時
間
百
円
、
以
後
三

十
分
増
す
ご
と
に
六
十
円
ず
つ
加
算
)

四
、
開
放
時
間

午
前
八
時
1
午
後
八
時

※
詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
管
財
係
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
2
6

ー
市
立
図
書
館

1
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ふ

た
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で

探

偵

平

岩

弓
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著

夏
姫
春
秋
上
・
下
宮
城
谷
昌
光
著

大
人
の
た
め
の
残
酷
童
話

倉
橋
由
美
子
著

女

王

卑

弥

呼

三

枝

和

子

著

長
崎
駅
殺
人
事
件
西
村
京
太
郎
著

背

徳

の

詩

集

森

村

誠

一

著

夕

暮

れ

笹

沢

左

保

著

場
外
乱
闘
は
こ
れ
か
ら
だ
椎
名
誠
著

ち
ょ
っ
と
ご
ぶ
さ
た
し
ま
し
た
が

磯
村
尚
徳
著

曽
野
綾
子
著

李

泰

著

R
-
パ
ッ
ク
著

都
会
の
幸
福

南
部
軍

O
N
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と

み

す

寮

寮

歌

と
み
す
の
里
に
陽
は
昇
リ

明
る
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す

や
さ
し
さ
あ
、
小
ー
れ
る
私
の
ホ
!
ム

心
の
ふ
る
さ
と
と
み
す
寮

二
み
ど
リ
の
里
に
花
が
咲
く

桜
つ
つ
じ
に
ふ
じ
し
よ
う
ぷ

た
の
し
く
く
ら
せ
る
私
の
ホ

l
ム

心
の
ふ
る
さ
と
と
み
す
寮

三
す
め
ば
都
に
灯
が
と
も
り

い
二
い
の
窓
ベ
を
の
ぞ
く
月

な
ご
や
か
ム
!
ド
は
私
の
ホ

l
ム

心
の
ふ
る
さ
と
と
み
す
寮

制
加
周
年
お
め
を
合
う

「
と
み
す
寮
」

平成 3年11月1日

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「
と
み
す
寮
」
が
開
設
二
十
周
年
を
迎

え
、
九
月
四
日
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
施
設
は
、
昭
和
四
十
六
年

に
大
洲
市
と
喜
多
郡
四
町
一
村
の
事
務

組
合
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現

在
、
五
十
五
歳
か
ら
九
十
一
二
歳
ま
で
の

お
年
寄
り
五
十
五
人
が
寮
生
活
を
送
つ

で
い
ま
す
。

式
典
当
日
は
、
模
範
老
人
や
健
康
長

寿
者
ら
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後

に
寮
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寮

歌
は
開
設
二
十
周
年
を
記
念
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
、
作
詞
は
笹
山
冨
夫
寮
長

作
曲
は
郷
土
の
作
曲
家
井
上
昭
二
さ
ん

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

ゆ鞠』

""9.12市長。敬老慰問

4 
9.13 

9月12目、桝田市長は市内の老人福祉施

設 や 満 100歳 以 上 の 長 寿 者 宅 を 訪 問 し 、 プ

レゼントを贈りました。また、 13日には、

交通安全推進協議会などの主催で¥市内の

独居老人 (75歳以上) 4人に反射テープイす

きの帽子を贈りました。 後目、 70歳以上の

独居老人約40人にも、追加配布されたとの

ことです。

独
居
老
人
に
ヲ
し
ゼ
じ
ト

観光いも園開園中

開園時間:土曜・日曜・祝日の

10 : 00-17 : 00 

場所:上須戒・松久保団地

料 金 : 1区画( 4 rd) 

1，000円

※団体の場合は、前もって連

絡を入れておけば平日も開園

します。

詳しくは、商工観光課 (fi

⑫2111) 又は市農協上須戒支

所 (fi⑫0021) まで。

9月末までの

大洲市内の交通事故

今月の納税

9月末現在 昨年同期

件 数 176 204 

負傷者 228 2 9 5 

死 者 2 l 

国民健康保険税

4期

[[ -

納期は12月2日です。
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胃
、
が
ん
検
診

実

施

日

日
月
1
日
(
金

場

所
蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

三
差
口
連
絡
所

日
月
6
日
(
水

10時~15時

市役所 3階

会議室

市役所 2階

会 議 室

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

とき 11月 8日

11月20日

11月 8日

相談ごと案内

おおず
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献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実

施

日

刊

月

7
日
(
木
)

場

所

大
洲
中
央
病
院

市
立
大
洲
病
院

13 9 
日寺 H寺日寺
¥ 30 
16分間
時; ¥ 

12 
日寺

追

加

者

生

後
3
ヵ
月
か
ら
必
ヵ
月

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
2
回
服
用

で
き
な
か
っ
た
者
。

実
施
日

目
月
旦
日
(
木
)
連
絡
所
管
内
の
人

口
月
1
日
(
金
)
肱
南
・
久
米
・
肱

北
・
喜
多
地
区
の
人

日
時
加
分

l
M
時

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
子
帳
、
問
診
票
の
な
い

人
は
印
鑑

無
料

時

間
場

所

持
参
晶

事正}

金

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

日
月
却
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

お

知

ら

せ

小
児
ま
ひ
予
防
の
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
免
疫
を
つ
く
る
た
め
、
該
当
す

る
人
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
(
次
の
期
間
に
生
れ
た
人
)

-

回

目

平

成
3
年
2
月
1
日
か
ら

平
成
3
年
6
月
初
日
ま
で

平
成
2
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
3
年
1
月
担
日
ま
で

2
回
目

神
伝
流
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
?

神
伝
流
保
存
会
で
は
、
次
の
日
程
で

一
般
の
方
に
泳
法
を
お
教
え
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

平

成

3
年
日
月
2
日
1
平
成
4

年
3
月
お
日
の
聞
の
毎
土
曜
日
(
た
だ

し
月
の
第
五
土
曜
日
は
休
み
て
い
四
時

か
ら
却
時
ま
で

砂人権相談

と き 11月11日 13時~16日寺

11月20日ク

11月11日は肱北公民館

11月20日は市役所 3階

会 議室

砂法律相談

と き 11月 5日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 11月 l、11、25日

13時一日時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

とき 11月 20 日 9 時~12時

ところ 市 役所 2階会議室

急、ぐ時l土宮⑫3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

と き 11 月 5 、 21 日 10時~16日寺

ところ 大 洲 商 工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 11月28日 13日寺~15時

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑪6100

大洲福祉会館E⑫0947

砂不動産無料相談

とき 11 月 15 日 9B寺~16時

ところ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階 常磐町 4

11月20日

ところ

- 12ー

場
所
帝
京
第

五
高
校

0

ア
ー
ル

申

込

先

神

伝

流
保
存
会
事
務

局

(

宮

@
3
1

6
1
中
央
公
民

館
内
・
高
瀬
)
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